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３．事後評価結果 

 

本研究課題では、衛星画像とプロキシミティセンシングデータを利用し、深層学習等による土地

被覆土地利用（LCLU）分類図の作成手法の開発に取り組んでおり、自然・都市空間の価値の定量化

とともに気候変動や災害対応への貢献が期待できる。具体的には、位置情報を含む大量のプロキシ

ミティセンシングデータから LCLU を推定する深層学習モデルを構築し、推論根拠の可視化に加え

て、公開データを援用した Decision Fusionによるノイズ軽減にも成功している。また、プロキシ

ミティセンシングデータの応用研究として、桜の開花フェノロジーを観測・地図化する技術を開発

している。これらの研究成果は、広域的な LCLU研究だけでなく、地域環境観測における貢献できる

ものであり、分類モデルの高精度化や広域展開などが期待される。 

  


